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参考資料：小中学校の教職員アンケート調査結果

１ 調査目的
小規模校化する学校の課題等について、教職員から現場の現状や意向を把握し、施
策及び今後の学校運営を検討する上での基礎資料とします。

２ 調査項目

３ 調査の設計
調査対象：鳥飼小学校・鳥飼西小学校・鳥飼北小学校・鳥飼東小学校・第二中学校・

第五中学校の教職員158名
調査期間：令和3年9月22日(水)～10月6日(水) 
調査手法：Googleフォームを用いたインターネット調査

４ 回収結果
配布数 教職員158名（小学校98名、中学校60名）
回収数 149名（小学校93名、中学校56名）
回収率 94.3％

■調査の概要

問１ 勤務地
問２ 回答者の年代
問３ 回答者の職務(学級担任か否か)
問４ 小規模校について(長所)
問５ 小規模校について(短所)
問６ 小規模校における学校運営上の課題
問７ 児童・⽣徒にとって望ましいと思う１学年の学級数

問８ 問７の回答理由
問９ 学級経営を行う上で、望ましいと思う学級人数
問10 児童・⽣徒の通学時間の許容範囲
問11 許容範囲を超えた通学への必要な配慮
問12 学校の適正規模・適正配置について検討する上で、最も

重視すべき点
問13 自由筆記
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問4 小規模校について、良いと思う点（長所）に
ついてあなたの考えに近いものを２つ選んでく
ださい。

問５ 小規模校について、良くないと思う点（短所）につ
いてあなたの考えに近いものを２つ選んでください。

■調査結果
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①児童・生徒の人間関係が深

まりやすい。

②教職員の目が届きやすく、き

め細かい指導を受けやすい。

③学校行事やクラブ活動等にお

いて、活動の機会が多くなりやす

い

④施設・設備、教材等を、余裕

をもって利用できる。

⑤学校全体で児童・生徒が顔

見知りになり、まとまりやすい。

⑥学校と保護者、地域住民が

連携した教育活動を展開しやす

い。

⑦その他
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①クラス替えが困難なことから、児

童・生徒の人間関係等が固定化し

やすい。

②多様な考え方に触れる機会や学

びあいの機会、切磋琢磨する機会が

少なくなりやすい。

③運動会等の学校行事や集団活

動おいて、制約が生じやすい。

④部活動等の選択の幅が狭まりやす

い。

⑤グループ学習や習熟度別学習

等、多様な学習形態がとりにくい。

⑥PTA活動等における保護者の負

担が大きくなりやすい。

⑦その他
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市民アンケートの「学級
の人数が減少することの
影響」の最も多い回答
「クラス替えができない
ことで交友関係が固定化
され、人間関係づくりの
能力に悪影響である」と
一致



参考資料：小中学校の教職員アンケート調査結果

問6 小規模校における学校運営上の課題につい
て、あなたの考えに近いものを３つ選んでくだ
さい。

■調査結果
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①教職員が少ないため、教科や経験等で

バランスがとれた配置ができにくい。

②学年別・教科別等において、教員同士

で学習指導や生徒指導についての相談、

研究協力や切磋琢磨ができにくい。

③学校行事等の校務負担が重くなりやす

い。

④部活動の顧問の配置が困難である。

⑤掃除等の美化や環境整備等の負担が

大きい。

⑥教職員の出張や研修への参加調整が

困難になりやすい。

⑦校外学習のバス代や観劇の鑑賞等に

おいて、児童・生徒一人ひとりの負担が大

きくなりやすい。

⑧その他
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問７ 児童・⽣徒にとって、１学年あたりの学級数
について、最も望ましいと思うものを１つ選ん
でください。

問8 問７の理由について、あなたの考えに近いものを３つ
選んでください。

■調査結果
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①児童・生徒の人間関係が深まりや

すい。

②教職員の目が届きやすく、きめ細か

い指導を受けやすい。

③学校行事や部活動等において、活

動の機会が多くなりやすい。

④施設・設備、教材等を、余裕をもっ

て利用できる。

⑤異学年間の教育・交流活動の機

会が多くなりやすい。

⑥多様な人や考えに触れ、社会性や

協調性を身につけることができる。

⑦運動会や学習発表会等の学校行

事に活気が生じやすい。

⑧クラス内の人間関係に変化が持て

る。（クラス替え等）

⑨競争意識が働き、児童生徒がお互

いに切磋琢磨できる。

⑩学校と保護者、地域住民が連携し

た教育活動を展開しやすい。

⑪PTA活動等において、役割分担等

で保護者の負担を分散しやすい。

⑫様々な部活動が設置でき、選択の

幅が広がりやすい。

⑬その他
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4.3 31.5 46.8 14.7 2.7
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割合

1学級 2学級 3学級 4学級 5学級以上

概ね同じ傾向だが、教職員アンケート
は２学級が望ましいとする回答が市民
アンケートに比べ少ない

市民アンケート結果 市民アンケートに比
べ、学級数が多いこと
による社会性・協調性
の育成や人間関係の多
様化といったメリット
を認識する教員が多い
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問９ あなたが学級経営を行う上で、１学級あたりの学
級の人数は、どのぐらいが望ましいと思いますか。
あなたの考えに近いものを１つ選んでください。

問10 児童・⽣徒の（徒歩の）通学時間として、どの程
度までが許容範囲だと思いますか。

■調査結果
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市民アンケート結果
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1.0km

（徒歩約20分、

自転車6分）以内

1.5km

（徒歩約30分、

自転車9分）以内

2.0km

（徒歩約40分、

自転車15分）以内
3.0km

（徒歩約60分、

自転車25分）以内

4.0km

（徒歩約80分、

自転車35分）以内

市民アンケート結果

市民アンケートに比
べ、１学級当りの人数
は多いほうが望ましい
とする回答が多い

市民アンケートと教員
アンケート小学校は20
分未満が約60％で概ね
一致


